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位相補正鏡を用いた265 GHz大電力楕円ガウスビームの光渦ビーム整形 
Optical vortex beam shaping of 265 GHz high-power elliptical Gaussian beams 

using phase-correcting mirrors 
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はじめに 

光渦は波の伝播方向を中心軸として螺旋状

にねじれた波面を持つ光波である。テラヘルツ

帯の光渦は核融合プラズマ加熱や情報通信な

ど様々な応用が期待されている[1,2]。 

本研究では福井大学で開発したGyrotron FU 

CW GVより照射される265 GHzの楕円ガウスビ

ームを、光渦の一種であるラゲールガウスビー

ムに整形する位相補正鏡を開発した。さらに

Gyrotron FU CW GVを光源として赤外線カメラ

を用いて開発した位相補正鏡からの放射パタ

ーンを調べた。 

 

位相補整鏡の設計手法 

位相補正鏡は2枚の鏡から構成され、1枚目の

鏡(M1)で振幅分布を、2枚目の鏡(M2)で位相分

布を整形する。 

その鏡面形状は入射ビームと目的ビームの

位相分布から決定する。入射ビームの位相分布

は、ジャイロトロンからの放射パターンを複数

の距離で計測し位相再構成を行うことで求め

た[3]。位相再構成で用いる各計測面間の伝送計

算にはレイリー・ゾンマーフェルトの回折積分

を用いた。この伝送計算では、高速フーリエ変

換(FFT)でのエリアシングノイズを避けるため、

計測面のサイズとサンプリング数から各計測

面間の伝送距離が制限される。そこで波数空間

において帯域制限をかけ不要な高次の波数成

分を除去することでこの制限を回避した[4]。鏡

面形状には位相分布が直接反映される。高次の

波数成分を除去することで位相分布が滑らか

となるため、本手法は鏡面加工においてもメリ

ットとなる。 

 次にM1、M2間において入射ビームの振幅分

布と目的ビームの振幅分布を用いて同様に位

相再構成を行い、振幅分布をつなぐミラー間の

ビームプロファイルを求め、入射ビームと目的

ビームとの位相差から鏡面形状を決定した。 

放射パターン計測の実験系 

 図１に放射パターン計測の実験系を示す。

Gyrotron FU CW GVを光源として位相補整鏡か

らの反射ビームを塩化ビニル板に照射し赤外

線カメラを用いて放射パターンを計測した。 

 
図1 放射パターン計測の実験系 

 

実験結果 

 図2に赤外線カメラで計測した位相補整鏡へ

の入射ビームと位相補整鏡からの反射ビーム

を示す。結果として、楕円ガウスビームをラゲ

ールガウスビームの特徴である円環状のプロ

ファイルを持つビームに変換することができ

た。 

  
a)入射ビーム b)反射ビーム 

図2 放射パターンの計測結果 
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